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研究成果の概要（和文）：本研究では，集団間紛争における集団内評価の力学の解明を行った。集団内評価の力学には
，賞賛獲得と排斥回避という２つの方向性が考えられ，それぞれ検討した。賛獲得に関しては，比較文化データベース
を用いて名誉文化，戦士への賞賛，戦争頻度の関連性を検討した。排斥回避に関しては，日中関係を題材に，対日態度
表出を検討した。一連の研究から，賞賛獲得と排斥回避がともに集団間紛争を激化させることが示された。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to clear out intragroup dynamics of reputation in intergroup 
conflict. The intragroup reputation dynamics have two phases: praise gain and exclusion avoidance. To 
examine the effect of praise gain, the relation between honor cultures, praise to warrior was analyzed 
using cross-cultural database, and I conducted survey expression of attitude toward Japanese in China to 
investigate the effect of rejection avoidance. These studies demonstrated that both praise gain and 
exclusion avoidance escalated intergroup conflict.

研究分野：社会心理学

キーワード： 集団間紛争
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１．研究開始当初の背景 
戦争，民族紛争，派閥間対立といった集団
間紛争 (intergroup conflict) は古くより重
要な社会問題である。研究代表者はこれまで
集団間代理報復と呼ばれる現象を中心に集
団間紛争激化メカニズムの解明に取り組ん
できた。 
これまでの一連の実験結果は，内集団から
の賞賛獲得という高い集団内評価を求めて
代理報復が行われることが示された。この集
団内評価の力学は，代理報復のみならず，集
団間紛争一般に影響すると考えられる。集団
内の社会的影響に関する研究によると，例え
ば多数派同調 (Asch, 1951) や規範からの逸
脱 (Schachter, 1951)，協力行動 (Van Vugt, 
& Hardy, 2010) など，集団内評価を受けて
人は行動を変化させる。また，攻撃行動は，
観衆からの評価が大きく影響する現象であ
る (Borden & Taylor, 1973)。集団間攻撃に
おいても同様に，観衆からの評価は重要な役
割を担うといえる。 
そこで，これまでの研究成果から得られた
賞賛獲得と集団間報復との関連性に関する
知見を踏まえて，本研究では，集団間紛争に
おける集団内評価の力学の解明を目指す。 
 
２．研究の目的 
集団内評価の力学が，集団間紛争にもたら
す影響を検討する。集団内評価の力学には，
主に次の２つの方向性が考えられる。 
①賞賛獲得 (praise gain) 
②排斥回避 (rejection avoidance)  
①賞賛獲得とは，攻撃を行うことによる内集
団からのポジティブな評価を得ようとする
ことである。つまり，“やれば褒められる”
といった賞賛を獲得するための積極的集団
間攻撃である。 
それに対して，②排斥回避とは，攻撃を行わ
ないことによる内集団からのネガティブな
評価を避けようとすることである。つまり，
“やらないと嫌われる”といった排斥を回避
するための消極的集団間攻撃である。 
この２つの過程は，内集団成員からの評価
に基づく集団間攻撃であるという点では同
じである一方で，その目標は異なるものであ
る。そのため，①賞賛獲得による攻撃と②排
斥回避による攻撃では，攻撃が生じる状況や
心理過程が異なっていると考えられる。以上
より，本研究では，賞賛と排斥の 2つの集団
内評価の力学が集団間攻撃に及ぼす影響へ
とアプローチしていく。 
 
３．研究の方法 
本研究では，集団内評価の視点から，賞賛
獲得と排斥回避の 2つの側面から，集団間紛
争現象の解明を行う。 
まず，賞賛獲得に関しては，既に申請者は，
賞賛獲得が集団間攻撃を促進することを実
験室実験を通じて，解明してきた。次の問題
として，現実の集団間紛争において，実際に

賞賛獲得と集団間紛争の関係性を明らかに
することが必要となる。そこで，本研究では，
人類学領域で用いられる比較文化データベ
ースを用いて，実証的検討を行う。 
次に，排斥回避に関しては，集団間攻撃と
の関連は未だ十分には解明されていない。本
研究では，日中関係を題材に取り上げ，他者
の前での態度表出という視点から調査研究
を行う。 
 
４．研究成果 
 賞賛獲得に関しては，特に，集団間紛争場
面における名誉文化の影響に着目して検討
を行った。名誉文化とは，強いこと，タフで
あることという男らしさに社会的な価値付
けが置かれている文化である。これまでの研
究で，名誉文化での下では，男らしさを見せ
るために，侮辱に対して暴力的に反応するこ
とが示されてきた。これは，集団間紛争にお
いても同様の役割を担うと考えられる。すな
わち，名誉文化では，戦士に対して賞賛が与
えられているために，その賞賛を求めて戦士
が積極的に戦争に従事する結果，集団間紛争
が増加すると予想した。 
この予測を検討するために，本研究では，
人類学領域で用いられる比較文化データベ
ースを利用し，前産業社会における名誉文化，
戦士への賞賛，集団間紛争の頻度に関して，
社会レベルでの関連を検討した。 
構造方程式モデリングによる分析を行っ
た結果，モデルの適合性は高かった。名誉文
化は，戦士への賞賛を通じて，集団間紛争頻
度を高めるという関係が得られた。このこと
は，名誉文化の下では攻撃者である戦士が賞
賛されているために，集団内の賞賛を得るた
めに戦士が積極的に紛争に従事する結果，集
団間紛争が増加したのだと解釈できるだろ
う。以上の結果は，Nawata & Yamaguchi (2013) 
の実験室実験場面で得られた知見と整合的
な結果である。 
 以上より，現実の比較文化データの分析に
より，戦士への賞賛と集団間紛争の関連性が
明らかにされたことから，本研究課題の主た
る目的である，賞賛獲得が集団間紛争を増加
させることが示されたといえる。 
 また，排斥回避に関しては，日中関係を題
材に調査検討を行った。この調査では，中国
人に対して，(1)日本人をどのくらい好きか，
(2)中国人は日本人をどのくらい好きだと思
うか，(3)中国人の前で日本人をどのくらい
好きだと述べるか，を尋ねた。その結果，(1)
個人の対日態度と比較して，(2)他の中国人
の対日態度推測は非好意的なものであった。
また，重回帰分析により関連性を見たところ，
中国人では(2)他の中国人の態度推測が(3)
他者前での態度表明意図に大きな影響があ
った。この結果は，中国人は周りの目を気に
して日本を好きだと表明できないことを示
している。 
また，日本人においても対中国人態度を同



様に検討した。しかし，(1)個人の対中態
度,(2)他の日本人の対中態度推測,(3)他者
前での対中態度表明意図は，いずれも同程度
の平均値であった。また(3)他者前表明意図
への(2)他の日本人の態度推測の影響は小さ
かった。したがって，日本では中国とは異な
り，他者前で中国を好きだと言えないという
効果は見られなかった。これは，日本では，
必ずしも反中国的規範が強いわけではない
ためだからだと考えられる。 
以上より，中国人において見られる反日態
度は，反日的な社会規範への同調としての側
面の存在が示された。そのため，たとえ反日
態度を内在化していない個人であっても，中
国社会に存在する反日的な社会規範を敏感
に察知し，それに同調した結果，反日的な態
度が表明されることがあることが示された。 
以上の賞賛獲得と排斥回避に関するそれ
ぞれの研究知見をまとめると，集団間紛争に
おいて集団内の賞賛と排斥とがともに紛争
激化要因として機能する可能性が実証的に
示されたといえるだろう。集団間紛争と集団
内力学との密接な関連に関しては，かねてよ
り指摘されてきたものの(Brown, 1988; 
Sherif, Harvey , White, Hood, & Sherif, 
1961)，実証レベルではほとんど検討されて
こなかった  (Petersen,  Dietz,  &  Frey ,  
2004)。本研究は，賞賛と排斥の 2 つの集団
内評価の視点から，これまで重要ながらも看
過されてきた集団間紛争と集団内力学の関
連性の解明を目指すものである。このことは，
従来別々に発展してきた集団内力学研究（同
調，規範，協力）と集団間紛争研究（攻撃，
差別）を統合的に理解するための基盤を提供
することができたといえる。ただし，調査手
法も限定的なものであり，未だ解明されてい
ない点も多い。今後さらなる研究が必要とな
るといえる。 
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